








 

川崎病患児の予後を左右する因子のなかで直径 8 ㎜以上の巨大冠動脈瘤(以下 GA)は,当科

の一ノ瀬の報告や中野らの報告で明らかなように血栓を形成しやすく,心筋梗塞へ進行す

る可能性が高い。そのため,GA の発生頻度や,その自然経過を検討することは，川崎病患児

の管理のうえで重要と思われる。今回われわれは,昭和 61 年 12月までに久留米大学小児科

を受診した川崎病患児1009例について検討を行い,GAの発生頻度とその自然経過について

報告を行う。 


